
製造現場でフィードバックを受け取り
⾃⼰成⻑と業務改善につなげる

本コースでは、指摘を前向きに捉え直し、業務フローへ効果的に落とし込むための具体的な考え⽅と

実践⼿順を体系的に学びます。

現場改善基本トレーニン
グ
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「⽬標」と「現状」の差を埋める情報
 ⽇本で混同されがちな「注意・指摘」とは本質的に異なり、仕
事をより良くするために必要な客観的データの共有です。

後⼯程や現場全体の安全・品質を守る
 ⾃分では問題ないと思う作業でも、別視点から⾒ると確認漏れな
どが⾒つかります。これらを早期に防ぐために不可⽋です。

⾮⼈格的な業務コミュニケーション
 あなた⾃⾝を批判するものではありません。必要以上に⾝構え
ず、⽇常的な情報共有として捉えましょう。

■

■

■

フィードバックの本質的な役割と⽬的
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1. ⽣じる感情は「⾃然な⼈間
反応」

指摘を受けたときに、悔しくなったり反発したくなったりす
るのは⼈間として当然です。特に多忙な製造現場や緊張感の
あるライン作業中であれば、⼼に余裕が持てないのも当たり
前です。

▶ 無理にその場ですぐ納得しようとしない

2. 今活かせるものを「⾃分の
軸」で選ぶ

受け⽌め⽅は1つではありません。無理に全てをそのまま飲み
込む必要はなく、⼀度持ち帰って考える時間を取りましょ
う。完全に納得することよりも、今の⾃分が活かせる内容を
主体的に選ぶことが重要です。

▶ 時間を置いてから冷静に振り返る

感情的な反発・落ち込みとの向き合い⽅
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1. ⼈格と切
り離す

指摘は特定の「⾏動や作業⼿順」に向けられ
たものであり、あなた⾃⾝の⼈格への否定や
評価ではありません。相⼿の⼝調が強くとも

切り分けましょう。

2. 情報の1つとし
て捉える

善悪や優劣をジャッジする基準ではな
く、「理想のゴール状態」と「今の⾃分の作
業」との間にどのような差（改善余地）があ

るかを⽰すデータです。

3. 全てを受け⼊
れない

相⼿の指摘には、前提の思い違いや、現場の
即時対応が難しい意⾒も含まれます。全てを
真に受けるのではなく、主体的に必要な情報

を取捨選択します。

客観的に受け⽌めるための３つの重要ポイント
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「納得がいかない」「恥ずかしい」「悔しい」など、⼼に浮かんだ感情を無理に抑え込まず、⼀度⾃分のなかで⾔葉にして
認めます。感情の良し悪しを⾃⼰評価する必要はありません。

相⼿が指摘した出来事や具体的な作業⽅法⾃体が「事実」です。「評価が下がってしまった」「相⼿に嫌われている」など
と感じる不安や予測は、あなた⾃⾝の「解釈」です。

すべてを改善に回す必要はありません。「今すぐ変えられる⼯夫か」「明⽇から動ける具体的な作業か」という基準で、取
り⼊れるべき有益なヒントだけを拾い上げます。

感情を引きずらない「内容分解」のプロセス

STEP 1. 感情を⾔語化し、解放する

STEP 2. 「事実」と「解釈」を切り分ける

STEP 3. 今の⾃分に「使える部分」のみを選択する
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⽴場の違いによる認識のズレ
を知る

あなたが「作業スピード（⽣産性）」を重視して融通をきか
せた⼿順でも、相⼿は「厳格な⼿順（品質や安全性）」を求
めているなど、⽴場の違いや状況共有の不⾜が違和感の正体
である場合があります。

▶ 相⼿側の事情や現場の前提を確認・すり合わせる

「内容を理解するこ
と」と「同意」は別物

フィードバックを「受け⽌める」とは、相⼿の⾔いたい中⾝
や背景を理解すること。⾔われたことが全て正しいと認めて
服従することではありません。

▶ 指摘を⼀度保留し「別の⼿段はないか」を冷静に整理

納得できない指摘・違和感との向き合い⽅
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背景にある「⽬的」を⾒つける
 「もっと注意深く確認してほしい」という抽象的な指摘
は、「この⼯程でのポカヨケ（ミス防⽌）を徹底して、次⼯程
に不良を流さないようにしてほしい」という真の⽬的を⽰して
います。「気をつける」という意識だけで
は不⼗分
 ただ強く意識するだけでは、忙しくなったときや時間が経った
ときに忘れてしまいます。再現性がありません。

「誰でも⽬に⾒える⾏動ルー
ル」に落とし込む
 「チェックリストを使いペンでレ点を⼊れてから次の⼿順へ移
る」など、確実に⾏動できる仕組みに変えることが改善の肝で
す。

■

■

■

抽象的な指摘を「確実な具体的⾏動」に変える
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1. 普段の業務フローにシーム
レスに組み込む

指摘を受けたからといって、全体の作業⼿順を⼤幅に変えて
しまうと作業者に⼤きな負担になり継続できません。⼯具の
戻し忘れなら「作業後の特定チェックステップを末尾に数秒
組み込むだけ」など、⾃然に流れる業務⼿順にそっと溶け込
ませましょう。

2. 現実から乖離した理想ルー
ルを追わない

「毎回厳格に何項⽬もカウントし直す」ような過度な理想論
は、急な増産ラインや多忙な現場状況では破綻してしまいま
す。「⼀⽇の終わりの⽚付け時に1回だけ⼀括確認する」な
ど、現実の稼働キャパシティに寄り添った形に微調整しま
す。

現場に負荷をかけない「持続可能な改善」
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実践

フィードバックを受け、現場で
まずは新たな⼯夫ルールを作っ
て実際に運⽤を開始します。

課題直⾯

実際に運⽤してみると「多忙時
にルールが徹底しづらい」な
ど、不都合や新たな気づきが出

ます。

調整と⼯夫

⼀歩引いて、確認⽅法やタイミ
ングを現場にフィットするよう
にやりやすく変更・カスタマイ

ズします。

真の定着

⼀度で完璧を⽬指すのではな
く、現場に合わせて柔軟に変え
ていくプロセス⾃体が「現場改

善」のあり⽅です。

試⾏錯誤を繰り返すカイゼンのサイクル



フィードバックを成⻑の糧に

フィードバックは、あなたへの批判や評価ではありません。
 より安全で⾼品質な仕事を作り上げるための「カイゼン情報」です。

 ⾃分とチームの成⻑のために、焦らず、⼩さな⾏動へと少しずつ反映させていきましょ
う。

ご受講ありがとうございました。⼀緒に素晴らしい現場を創りましょう！
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